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沼
津
市
明
治
史
料
館
は
、
昭
和
五
九
年

一
〇
月

一
日
に
開
館
し
、
平
成

二
六
年
を
も
ち
ま
し
て
開
館
三
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力

の
賜
物
と
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
は
、
郷
土
の
偉
人
で
あ
り
ま
す

「江
原
素
六
先
生
」

や
明
治
維
新
直
後
に
静
岡
徳
川
藩
に
よ

っ
て
創
設
さ
れ
た

「沼
津
兵
学
校
」

と
そ
の
人
材
た
ち
を
は
じ
め
、
明
治
の
先
人
た
ち
の
業
績
を
中
心
に
紹
介

す
る
博
物
館
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
当
館
は
約

一
三
万
点
の
史
料
を
所
有
し
、
三
〇
年
間
に
わ
た
る

調
査

・
研
究
の
発
表

の
場
と
し
て
、
常
設
展
示
、
企
画
展
示
な
ど
を
通
し

て
、
市
民
を
は
じ
め
、
研
究
者
等
に
広
く
歴
史
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
五
年
度
は
約
八
，
五
〇
〇
人
の
方
々
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
「ぬ
ま
づ
の
宝

一
〇
〇
選
」
に
も
選
ば
れ
、
市
民
の
誇
り
と
郷
土
愛

を
育
む

一
翼
を
担

っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
江
原
素
六
先
生
や
沼
津
兵
学
校
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
明

治
の
人
び
と
の
生
き
方
を
学
び
伝
え
、
沼
津

の
過
去
と
未
来
を
結
ぶ

「架

け
橋
」
と
な

っ
て
、
沼
津
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
精
進
し

て
ま

い
り
ま
す

の
で
、
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ

ま
す
。

´
ヽ

●
企
画
展
の
あ
ゆ
み

昭
和
六
〇
年
度

（
一
九
八
五
）

昭
和
六

一
年
度

（
一
九
八
六
）

昭
和
六
二
年
度

（
一
九
八
七
）

昭
和
六
三
年
度

（
一
九
八
八
）

平
成
元
年
度

　

（
一
九
八
九
）

平
成

二
年
度

　

（
一
九
九
〇
）

平
成
三
年
度

　

（
一
九
九

一
）

平
成
四
年
度

　

（
一
九
九
二
）

平
成
五
年
度

　

（
一
九
九
三
）

平
成
六
年
度

　

（
一
九
九
四
）

平
成
七
年
度

　

（
一
九
九
五
）

平
成
八
年
度

　

（
一
九
九
六
）

平
成
九
年
度

　

（
一
九
九
七
）

平
成

一
〇
年
度

（
一
九
九
八
）

「間
宮
喜
十
郎
展
」

「沼
津
兵
学
校
」

「な

つ
か
し
の
沼
津
」

「浮
世
絵
に
描
か
れ
た
沼
津
」

「沼
津
絵
は
が
き
」

「草
葬
の
国
学
と
明
治
維
新
」

「教
科
書
の
あ
ゆ
み
」

「沼
津
藩
の
人
材
」

「
む
か
し
の
ビ
ラ

・
チ
ラ
シ

～
紙
面
に
み
る
昭
和
世
相
史
～
」

「明
治
の
戦
争
と
民
衆

～
沼
津
市
域
に
み
る
日
清

ｏ
日
露
戦
争
～
」

「拓
本
で
み
る
郷
土
の
歴
史
と
人
物
」

「愛
鷹
牧
」

「報
道
に
み
る
昭
和
の
戦
争

～

一
五
年
戦
争
期
の
新
聞
雑
誌
～
」

「江
原
素
六
と
そ
の
時
代
」

「
ぬ
ま
づ
江
戸
時
代
図
誌
」

「沼
津
市
の
な
り
た
ち
　
～
自
治
と
行
政
の
発
達
史
～
」

「館
蔵
書
画
名
品
展
」

「沼
津
兵
学
校
の
群
像
」

「
一
校
逸
品
　
沼
津
市
小
中
学
校
資
料
展
」

「昭
和
の
戦
争
と
沼
津
」

「写
真

・
史
料
に
み
る
占
領
期
の
沼
津
」

「近
世

・
近
代
ぬ
ま
づ
の
俳
人
た
ち
」

「
レ
ン
ズ
に
写

っ
た
沼
津

―
ア
マ
チ

ュ
ア
写
真
家
が
記
録
し
た
戦
前

・
戦
後
」

「六
〇
年
前
の
家
族
の
肖
像

―
出
征
兵
士
を
送

っ
た
原
町
の
人
び
と
写
真
展
」

「神
に
仕
え
た
サ
ム
ラ
イ
た
ち

―
静
岡
移
住
旧
幕
臣
と
キ
リ
ス
ト
教
」

「本
の
ぬ
ま
づ
人
物
誌

―
館
蔵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
紹
介
―
」

「近
世

。
近
代
ぬ
ま
づ
の
画
人
た
ち
」

「書
に
み
る
沼
津
の
人
物
」

′口ヽ
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開
館
三
〇
周
年
を
祝
し
て

「沼
津
に
明
治
史
料
館
？
」
と
計
る
声
を
し
ば

し
ば
聞
く
。
と
は
い
え

「明
治
史
料
館
」
の
名
は

今
日
で
は
市
民
は
も
と
よ
り
全
国
的
に
も
知
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。

昭
和
五
七
年
、
郷
土
沼
津
の
近
代
化
の
歴
史
を

テ
ー
マ
と
す
る
沼
津
市
郷
土
史
料
館

（仮
称
）
の

建
設
が
表
明
さ
れ
た
。
日
頃
財
政
の
窮
乏
を
訴
え

る
市
の
事
業
と
し
て
は
ま
さ
し
く

「寝
耳
に
水
」

で
あ
り
、
そ
の
経
緯
は
詳
ら
か
に
し
な
い
。
建
設

の
趣
旨
に
は
、
幕
末
維
新
期
に
活
躍
し
た
個
人
の

顕
彰
の
意
味
合
い
が
窺
わ
れ
、
大
変
結
構
な
こ
と

と
そ
の
趣
旨
に
賛
同
じ
、
開
館
準
備
の
た
め
の
資

料
調
査
委
員
と
し
て
も
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

く
中
で
、
乏
し
い
財
政
下
で
折
角
創
ら
れ
る
記
念

碑
的
事
業
は
単
な
る

一
沼
津
、　
一
地
域
の
施
設
に

留
め
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
思

っ
た
。

幕
末
か
ら
維
新
に
か
け
て
、
沼
津
は
過
去
の
歴

史
に
み
ら
れ
な
か

っ
た
大
き
な
変
革
を
迎
え
た
。

二
六
〇
年
余
の
我
が
国
の
絶
大
な
権
力
を
謳
歌
し

た
徳
川
氏
が
、　
一
藩
主
と
し
て
独
占
し
た
過
去
の

政
治

。
文
化
の
遺
産
を
携
え
て
駿
河
に
移
住
し
、

四

方
　
一　
跡

（元
国
士
舘
大
学
教
授
）

そ
の
結
晶
で
あ
る
沼
津
兵
学
校
に
凝
縮
さ
せ
た
。

短
い
期
間
で
は
あ

っ
た
が
、
政
治

・
社
会

・
思
想

・

文
化

。
実
業
な
ど
の
諸
分
野
で
近
代
日
本
創
設
に

か
か
わ

っ
た
幾
多
の
人
材
を
世
に
送
り
、
ま
さ
し

く
沼
津
兵
学
校
は
明
治
維
新
期
の
日
本
の
最
高
学

府
で
あ
り
、
そ
の
金
字
塔
的
存
在
で
あ
り
、
我
が

国
近
代
化
の
震
源
地
と
な

っ
た
。

沼
津
兵
学
校
と
深
く
関
わ
る
金
岡
の
地
に
新
設

さ
れ
る
博
物
館
に
は
、
沼
津
の
歴
史
的
意
義
や
性

格
や
文
化
を
国
の
内
外
に
示
す
名
称
こ
そ
ふ
さ
わ

し
い
と
考
え
、
そ
の
歴
史
資
料
＝
史
料
を
収
集
し

後
世
に
伝
え
る
博
物
館
と
し
て
の

「史
料
館
」
に
、

単
に

一
元
号
と
し
て
の

「明
治
」
で
は
な
く
今
日

の
日
本
の
変
革
と
発
展
の
象
徴
的
標
柱
と
し
て
の

「明
治
」
を
冠
し
、
「明
治
史
料
館
」
と
い
う
名
称

を
、
市
当
局
に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の

い
わ
ば
意
想
外
な
名
称
の
正
式
決
定
に
つ
い
て
、

当
時
の
市
の
担
当
者
が
そ
の
意
義
と
使
命
を
力
説

し
、
よ
う
や
く
決
定
を
み
た
と
い
う
。

開
館
三
〇
年
に
当
た
り
初
心
を
顧
み
た
い
。

平
成

一
一
年
度

（
一
九
九
九
）

平
成

一
二
年
度

（
二
〇
〇
〇
）

平
成

一
三
年
度

（
二
〇
〇

一
）

平
成

一
四
年
度

（
二
〇
〇
二
）

平
成

一
五
年
度

（
二
〇
〇
三
）

平
成

一
六
年
度

（
二
〇
〇
四
）

平
成

一
七
年
度

（
二
〇
〇
五
）

平
成

一
八
年
度

（
二
〇
〇
六
）

平
成

一
九
年
度

（
二
〇
〇
七
）

平
成
二
〇
年
度

（
二
〇
〇
八
）

平
成
二

一
年
度

（
二
〇
〇
九
）

平
成
二
二
年
度

（
二
〇

一
〇
）

平
成
二
三
年
度

（
二
〇

一
一
）

平
成
二
四
年
度

（
二
〇

一
二
）

平
成
二
五
年
度

（
二
〇

一
三
）

平
成
二
六
年
度

（
二
〇

一
四
）

一岳
陽
少
年
団
」

「む
か
し
む
か
し
の
年
賀
状
」

「愛
麓
山
中
の
謎
の
遺
跡
　
山
居
院
」

「興
農
学
園
　
―
み
か
ん
村
と
デ

ン
マ
ー
ク
教
育
」

「浮
世
絵
に
描
か
れ
た
東
海
道
と
沼
津
宿
」

「絵
葉
書
に
み
る
沼
津
の
名
所
」

一沼
津
の
交
通
」

「地
図
が
語
る
沼
津
の
歩
み
」

「沼
津
の
あ
ゆ
み
写
真
パ
ネ
ル
展
」

「沼
津
兵
学
校
の
文
人
た
ち
」

「
天
地
鳴
動
」

「沼
津
文
庫
」

「
一
九
三

一
‐
一
九
四
五
　
沼
津
と
戦
争
」

「沼
津
の
絵
図
」

「近
世

。
近
代
沼
津
医
療
事
情
」

「新
収
資
料
の
公
開
」

「牧
堰

。
門
池
用
水

～
水
の
恵
み
と
人
び
と
の
く
ら
し
～
」

「愛
知
県
に
あ

っ
た
沼
津
藩
領

～
大
浜
陣
屋
の
沿
革
～
」

「今
よ
み
が
え
る
セ
ピ
ア
の
香
り
　
沼
津
今
昔
物
語
」

「火
消
し
の
お
仕
事
　
沼
津
消
防
沿
革
史
」

「開
館

二
五
周
年
記
念
　
史
料
館
の
キ
セ
キ
」

「沼
津
兵
学
校
の
す
べ
て
」

「わ
が
ま
ち
か
ら
の
富
士
山
　
三
市
対
抗
富
士
自
慢
」

「奥
駿
河
湾
を
襲

っ
た
地
震

。
津
波

史
料
に
み
る
安
政
東
海
地
震
」

「輝
く
静
岡
の
先
人
展
　
江
川
坦
庵
と
ゆ
か
り
の
人
々
」

「
ス
ル
ガ
の
古
塘
　^
～
高
尾
山
古
墳
が
語
る
も
の
～
」

「御
成
橋
命
名

一
〇
〇
周
年
記
念
　
時
を
駆
け
た
橋
」

「近
代
沼
津
人
物
列
伝
」

第
六
回
沼
津
文
学
祭
企
画
展

（共
催
）

「芹
沢
光
治
良
の
過
ご
し
た
沼
津
」

「新
収
資
料
の
公
開
」

「昔
む
か
し
の
ボ
ク

。
わ
た
し

～
近
代
沼
津
子
ど
も
事
情
～
」

「沼
津
兵
学
校
と
そ
の
時
代
」

し
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絣響||)= 休 館 の お 知 ら せ
下記の期間中、展示入替作業のため体館とさせていただきます。

平成26年 11月 28日 0～ 12月 5日③

夏 休 み イ ベ ン ト報 告
今年もたくさんの子どもたちが参加してくれました。

○「駿河凧」をつくろう

8月 1日③実施 参加人数16人
○戦時中のくらしを体験しよう

8月 6日 (a実施 参加人数29人
○高校生のための一日学芸員体験講座

8月 7日の・20日③実施
参加人数23人

(参加希望多数だつたため、2回実施 )
○平和を考える戦争史跡めぐり

8月 8日③実施 参加人数13人
(8月 10日 (日)は台風11号の影饗で中止)

▲「駿河凧」をつくろう

戦時中のくらしを体験しよう>

戦争史跡めぐり>

沼津市明治史料館通信
第 119号

平成26年 10月 25日

編集 。発行 沼津市明治史料館
〒410-0051沼 津市西熊堂372-1

TEL055-923-(3335

F′Ⅸ055-925-3018

E口  昴」

みどり美術印刷株式会社

ぬましんストリートギヤラリーの展示
沼津市大手町にある沼津信用

金庫本店ス トリートギヤラリー

で11回日となる館蔵資料展を開

催しました。今回は「書画名品

展」と題して、9月 2日 (卿から
30日ωの期間に沼津藩主水野忠

友や高島秋帆・勝海舟などの書

画を展示しました。

韓1鼈

し


